
 

新緑の中、2ヶ月が過ぎ、子どもたちは新しい仲間

に慣れ、生き生きと活動しています。雨の多い 6 月

を迎えますが、室内でのかかわりが増える今月こそ、

本校の学校教育目標の一つ「互いのよさを認め合い 

思いやりのある優しい子を育てます」について、深く

考える機会にしたいと思います。 

 

3 年生の教科書に登場する斎藤隆介作、滝平二郎絵本『モチモチの木』に、このような言葉が

あります。病気で倒れたじさまを救うため、臆病な主人公の豆太が、夜の闇を裸足で必死に走

って医者を呼びに行った姿を見たじさまの言葉です。 

「人間、やさしささえあれば、やらなきゃならねえことは、きっとやるもんだ。」 

※斎藤隆介『モチモチの木』より引用 

本当の勇気や行動力は、相手を思いやる「優しさ」から生まれるのだと、この物語は教えて

くれます。最近の本校でも、この「優しさ」がきらりと光る温かい姿を見ることができました。

先日の体力テストでは、シャトルランを最後まで走り続ける友だちに、周りの子どもたちから

自然と大きな声援が沸き起こりました。 互いのがんばりを認め励ます姿がすてきでした。また、

雨風の中で私が校門に立っていると、「校長先生、大変じゃないですか。」とそっと声をかけて

くれた子がいました。 相手の状況を思いやるその優しい一言に、心が一瞬で温かくなりました。 

これらの行動や言葉こそが、本校が目指す「優しい心」そのものです。誰かを思う優しい心

が原動力となり、友達を応援する勇気や、人を気遣う行動へとつながっています。これも、日

ごろから、ご家庭や地域の皆様の子どもたちへの見守りのおかげと、感謝申し上げます。 

今月も、子どもたちの「優しい心」を大切に育みながら、職員一同、温かく見守ってまいり

ます。ご家庭や地域でもお子様の「優しい一言」や「誰かのための行動」をたくさん褒めてあ

げてください。 
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